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単位：千円

第 章 第 節

まち・ひと・しごと創生総合戦略（基本目標①－４　ふるさとで活躍する人材の育成）に基づき、町内に居住し、県内で就職する、あるいは、町外に居住していても

町内で就職、起業する次世代を担う人材（高校生や大学生等）を増やすため、高等学校、大学及び企業等と連携した取り組みを行う。

・ 「道の駅しろいし」において、佐賀農業高校が行う「サノンマルシェ」、及び、「サノ・ボヌール」に要する経費への助成。

４　事業の効果
・ 「道の駅しろいし」において、佐賀農業高校生が焼菓子等の販売やケーキカフェの出店を経験することにより、将来的な関係人口の創出や地元定着、及び、郷土愛の

醸成を図れる。

節 補正予算額（千円）

 19.　負担金、補助
　　　 及び交付金

100 補助金 白石町若年者地元定着促進事業費補助金　100,000円

100 新　規

３　予算額

細節 内容説明

１　目的

２　事業内容

白石町総合計画 基本計画
参加と協働で築く町民主体のまち　【町民参加・町民協働】

基本計画
参加と協働の促進                      

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 1 1

若年者地元定着促進事業 所属
企画財政課

目   名   称 地域づくり推進費
白石創生推進係

財 源 内 訳 予算書頁

予 算 額 100
国庫 県費 地方債

本年度当初 0 現計予算 0

その他 一般財源 15

区分 令和元年度１２月補正 会計 一般会計

款 2 項 1 目 8
細事業名
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単位：千円

第 章 第 節

令和元年8月豪雨災害で発生した災害廃棄物を処理するため予備費を充用し対応したが、新たに土砂災害による全壊家屋等の解体・運搬及び処分費が発生したため。

令和元年8月豪雨災害の家屋等解体・運搬及び処分費の増額。

（単位：千円）

災害廃棄物処理状況 （単位：千円）

４　事業の効果
全壊家屋の災害廃棄物を適切に処理することで生活環境の保全が維持できる。

区分 令和元年度１２月補正 会計 一般会計

款 4 項 2 目 2

1 現計予算 8,100

細事業名 特別収集業務 所属
生活環境課

目   名   称 塵芥処理費
廃棄物対策係

財 源 内 訳 予算書頁

白石町総合計画 基本計画
ゆとりある快適な住みよいまち　【町の基盤整備】

基本計画
災害に強く安全・安心な生活環境の整備

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 1 2

その他 一般財源 25

6,500 △ 598 継　続
予 算 額 5,902

国庫 県費 地方債

本年度当初

補正後の予算額 内容説明
13.委託料 8,100 3,488 11,588 土砂災害により全壊された災害廃棄物の運搬及び処分費

１　補正の理由

２　 事業変更内容

３　補正予算額

節 現計予算額 補正額

19.負担金、補助及び交付金 0 2,414 2,414 土砂災害により全壊された家屋等解体費の費用償還分
計 8,100 5,902 14,002

家屋等解体費　（費用償還分） 2,414 2,414

※ 災害等廃棄物処理事業費の補助対象額を1,300万円と見込んで
いる為、財源については、国庫補助金として補助対象額の1/2
の650万円を計上している。区分 委託料

負担金・補助及
び交付金

合計

役場東側テニスコート駐車場災害廃棄物仮置き場分 5,777 5,777

合計 11,588 2,414 14,002

家屋等解体廃棄物処理費 3,661 3,661
土砂混じり廃棄物処理費 2,150 2,150



単位：千円

第 章 第 節

機械、施設の再建・修繕等

○ ： 被災農畜産業者

○ ： 農産物の生産に必要な施設並びにその附帯施設の再建・修繕及び、農業用機械の取得・修繕
○ ： 6/10以内（国:3/10、県:2/10、町:1/10）
○ ： 地方公共団体による予算の上乗せ措置又は金融機関からの融資を受けていること

施設等の撤去
○ ： 被災農畜産業者
○ ： 被災した施設の解体、運搬、処理等及び、土砂、土砂混じりがれき等の運搬・処理等
○ ： 6/10以内（国:3/10、県:1.5/10、町:1.5/10）
○ ： 国の助成金の額以上を地方公共団体が助成していること

19）負担金、補助及び交付金 （単位：千円）

４　事業の効果

区分 令和元年度１２月補正 会計 一般会計

款 6 項 1 目 3
細事業名

強い農業・担い手づくり総合支援事業
（被災農業者支援型）

所属
農業振興課

目   名   称 農業振興費
農政係

財 源 内 訳 予算書頁

予 算 額 43,646
国庫 県費 地方債

本年度当初 0 現計予算 0

その他 一般財源 27

36,328 7,318 新　規

１　目的

２　事業内容
１）

助成対象者

白石町総合計画 基本計画
活気と魅力のある豊かなまち　【産業の振興】

基本計画
農林水産業の振興                      

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 3 1

　令和元年8月豪雨及び台風17号により被害を受けた、農産物の生産・加工に必要な施設・機械の再建・修繕等を支援することにより、営農の早期再建と農家負担の軽減を図
る。

助 成 率
要 件 等

３　予算額

事業内容 助成
対象者数

対象
事業費

助 成 内 容
助 成 率
要 件 等

２）
助成対象者
助 成 内 容

補正予算額
備　　　考

助成種別 対象物 国費 県費 町費 補助金計

51,580 15,474 10,316 5,158 30,948
機械 28 20,300 6,090 4,060

1）機械、施設の再建・修繕等
2,030 12,180 農業用機械57台

施設 74

合　　計 108 72,744 21,823 14,505 7,318 43,646
2）施設等の撤去 施設 6 864 259 129 130 518 パイプハウス4件、農機具格納施設2件

パイプハウス60件、鉄骨ハウス1件、農機具格納施設7件、畜舎10件

　令和元年8月豪雨及び台風17号により被害を受けた農産物の生産・加工に必要な施設・機械の再建・修繕等を支援することにより、被災農業者の経営安定を図る。
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単位：千円

第 章 第 節

（単位：千円）

４　事業の効果
豪雨被害対策、台風被害対策への取り組みを行う農業者に対し支援を行うことで、営農継続への意欲の維持と、農業経営の安定化を図ることができる。

合　　計 3 425 142 43 185

飼料の購入費

1 57 19 6 25 オガクズの購入費

19.　負担金、補助
　　　及び交付金

2 368 123 37 160

節
対象農家
数（戸）

対象事業費
補正予算額

内容説明
県費 町費 補助金計

営農再開支援対策
被災に伴い使用不能となった生産資材（飼料、オガクズ、再
生産用のヒナ等）を緊急的に購入するのに要する経費

1/3以内 1/10以内 農業者、農業者団体、ＪＡ

３　予算額

１　目的
　令和元年8月豪雨及び台風１７号で被害を受けた農業者の再生産意欲と経営の安定を図るために、農業者、農業者が組織する団体、農業協同組合が、被災に伴い緊
急的に購入が必要となった生産資材（飼料、オガクズ等）の購入に要する経費を助成する。

２　事業内容

事業区分 対象経費
補助率

事業主体
県 町

白石町総合計画 基本計画
活気と魅力のある豊かなまち　【産業の振興】

基本計画
農林水産業の振興                      

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 3 1

その他 一般財源 27

142 43 新　規
予 算 額 185

国庫 県費 地方債

本年度当初 0 現計予算 0

細事業名 畜産被害対策事業 所属
農業振興課

目   名   称 畜産業費
振興係

財 源 内 訳 予算書頁

区分 令和元年度１２月補正 会計 一般会計

款 6 項 1 目 6



単位：千円

第 章 第 節

　アフリカ豚コレラ（以下「ＡＳＦ」という。）がアジア地域で急拡大しており、本病がいったん国内に侵入し、野生動物へ浸潤した場合は、有効なワクチンがない。

養豚業を維持するためには、養豚農場に野生動物侵入防止用の柵を整備し、万が一、国内にＡＳＦウイルスが侵入した場合であっても農場への侵入を確実に防止する

体制整備を行うことが必要である。町内の養豚農家に野生動物侵入防止用の柵設置費用の助成を行うことで養豚農家の自己負担が軽減され、養豚農家が早急に養豚
場への防護柵を設置することができる。

　養豚場の敷地の周囲にネット、フェンス等の防護柵を整備することで、野生いのししが農場に侵入することを防止する。防護柵の施工費用を含む事業費の一部について補助を行
う。

【補助率】　独立行政法人　農畜産業振興機構5/10、　県2.5/10、　町1/10以内
（ただし、農畜産振興機構及び県の補助は市町を通らずに養豚農家に助成される）
① ワイヤーメッシュの事業費上限単価・・・10,000円/m
② 可動柵の事業費上限単価・・・40,000円/ｍ

（それぞれの上限単価には取付工事、運賃、諸経費等も含まれる。）

（単位：千円）
対象農家

４　事業の効果
　事業を行うことにより、ＡＳＦだけでなく、ＣＳＦ（豚コレラ）の侵入防止策としても有効性が得られ、養豚振興に資することができる。

1 2,760 276合計

１９節　負担金、補助及
び交付金

ワイヤーメッシュ柵
1

2,440 244 244ｍ（外周）×10,000円＝2,440,000円
補正予算額 備　考

可動柵（門扉） 320 32  8ｍ（4ｍ×2か所）×40,000円＝320,000円

１　目的

２　事業内容

３　予算額
節 事業内容 対象事業費

白石町総合計画 基本計画
活気と魅力のある豊かなまち　【産業の振興】

基本計画
農林水産業の振興                      

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 3 1

その他 一般財源 27

276 新　規
予 算 額 276

国庫 県費 地方債

本年度当初 0 現計予算 0

細事業名 ＡＳＦ侵入防止緊急支援事業 所属
農業振興課

目   名   称 畜産業費
振興係

財 源 内 訳 予算書頁

区分 令和元年度１２月補正 会計 一般会計

款 6 項 1 目 6
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第 章 第 節

地方債の名称 災害復旧事業債
その他の財源

■　工事請負費
◆ 事業名

佐賀県農林地崩壊防止事業
◆ 工事概要 N=1箇所

伐倒工、法面整形工、斜面整地工、筋工工、植生工、カゴ枠工

単位：千円

４　事業の効果

区分 令和元年度１２月補正 会計 一般会計

款 7 項 1 目 2

4,651 現計予算 10,451

細事業名 歌垣関連施設管理費 所属
産業創生課

目   名   称 観光費
商工観光係

財 源 内 訳 予算書頁

白石町総合計画 基本計画
活気と魅力のある豊かなまち　【産業の振興】

基本計画
観光の振興

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 3 3

その他 一般財源 29

15,000 14,200 3,800 継　続
予 算 額 33,000

国庫 県費 地方債

本年度当初

１　補正の理由
令和元年８月豪雨によって犬山城進入路の山林が崩壊したことから、施設への安全な侵入の確保と土砂の崩落が更に拡大する恐れがあるため復旧を行
う。

２　 事業変更内容

３　補正予算額

節 細　節 現計予算額 今回補正額
財源内訳

国庫

15,000 14,200 3,800

災害復旧を行うことにより、安全に施設へ来訪者を導くことができるとともに、歌垣公園一帯の景観を維持できる。

県費 地方債 その他 一般財源

15 工事請負費 工事請負費 0 33,000



単位：千円

第 章 第 節

地方債の名称
その他の財源

令和元年8月豪雨によって農道の法面が崩壊したため、道路の安全な通行を確保し更に崩壊が拡大しないように道路法面の復旧を行う。

〇 新拓地区災害復旧工事
農道新拓21号線法面復旧　　L=115m 1,600千円

（単位：千円）

４　事業の効果

区分 令和元年度１２月補正 会計 一般会計

款 11 項 1 目 1
細事業名 農業用施設災害復旧費 所属

農村整備課

目   名   称 農業用施設災害復旧費
農村整備係

財 源 内 訳 予算書頁

基本計画
農林水産業の振興

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 3 1

その他 一般財源 35

1,600 継　続
予 算 額 1,600

国庫 県費 地方債

本年度当初 1 現計予算 1,501

１　補正の理由

２　 事業変更内容

３　補正予算額

節 細節 補正予算額

白石町総合計画 基本計画
活気と魅力のある豊かなまち　【産業の振興】

15.工事請負費 工事請負費 1,600

被害にあった農道を復旧することにより、農作業用道路の通行の支障をなくし、農業経営の安定を図る。
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第 章 第 節

地方債の名称 災害復旧事業債　

◆工事請負費 単位：千円

※林道施設災害復旧事業（国庫）の補助率については50％を基本とするが、激甚法による嵩上げの可能性がある。

４　事業の効果
　災害復旧を行うことにより、林道の安全な通行が可能となり、林業の維持及びその経営の安定が図られる。

区分 令和元年度１２月補正 会計 一般会計

款 11 項 1 目 2

0 現計予算 0

細事業名 林業施設災害復旧費 所属
農村整備課

目   名   称 林業施設災害復旧費
水産林務係

財 源 内 訳 予算書頁

白石町総合計画 基本計画
活気と魅力のある豊かなまち　【産業の振興】

基本計画
農林水産業の振興

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 3 1

その他 一般財源 35

17,850 9,000 8,850 新　規
予 算 額 35,700

国庫 県費 地方債

本年度当初

１　目的

　令和元年８月豪雨によって被災した林道において、法面の崩壊等により通行不能となっているため復旧を行う。

２　事業内容

事　　業　　名 路　　線　　名 箇所数 復旧延長 工事内容 事業費 県費 地方債 町費

県単林道災害復旧事業 船野山線 2箇所 L=103m コンクリート擁壁復旧、盛土 32,000 16,000 9,000 7,000
林道施設災害復旧事業 川津嘉瀬川線 1箇所 L=60m 土砂撤去 1,200 600 0 600

0 1,250
合　　　　　　計 4箇所 L=253m 35,700 17,850 9,000

県単林道災害復旧事業 道祖谷線 1箇所 L=90m 舗装修繕 2,500 1,250

15.工事請負費 35,700 0 35,700
合計 35,700 0 35,700

8,850

単位：千円
科目 所要額 当初予算額 補正予算額

３　予算額



単位：千円

第 章 第 節

地方債の名称 災害復旧事業債
その他の財源 受益者分担金

◆ 財源の更正
令和元年10月補正の測量調査設計業務委託、工事請負費

◆事業名
佐賀県農林地崩壊防止事業（補助率50%）、白石町農林地崩壊防止事業

◆負担区分割合（林地崩壊防止事業）
受益者分担金＝（事業に要する経費－県補助金額）×25％以内

◆工事概要
(1)船野地区 (2)船野山地区②

崩壊土砂搬出・処分工、法面保護工 アンカー工、法枠工、鉄筋挿入工
復旧延長 L=40m 復旧延長 L=20m

単位：千円

４　事業の効果
　災害復旧を行うことにより、森林の維持造成を通じて山地に起因する災害から住民の生命・財産を保全し、また、水源の涵養、生活環境の保全・成形等が図られる。

区分 令和元年度１２月補正 会計 一般会計

款 11 項 1 目 2

0 現計予算 40,700

細事業名 林地災害復旧費 所属
農村整備課

目   名   称 林業施設災害復旧費
水産林務係

財 源 内 訳 予算書頁

白石町総合計画 基本計画
活気と魅力のある豊かなまち　【産業の振興】

基本計画
農林水産業の振興

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 3 1

その他 一般財源 35

27,300 7,600 5,675 9,425 継　続
予 算 額 50,000

国庫 県費 地方債

本年度当初

１　補正の理由

　令和元年8月豪雨によって崩壊した山林において、土砂の崩落が更に拡大する恐れがあるため復旧を行う。

２　 事業変更内容

３　補正予算額

科目 工事（業務）名 区分 現計予算額 補正予算額
財源内訳

備考
県費 地方債 分担金 町費

財源更正
小計 35,500 0 0 7,600 0 △ 7,600

13.委託料 林地崩壊防止事業等測量調査設計業務委託 10月補正 35,500 0 0 7,600 0 △ 7,600

財源更正
林地崩壊防止事業（馬洗地区）林地災害復旧工事 10月補正 600 0 0 0 0 0
林地崩壊防止事業（船野山地区①）林地災害復旧工事 10月補正 1,000 0 500 0 △ 125 △ 375

7,500 0 1,875 5,625
林地崩壊防止事業（嘉瀬川地区）林地災害復旧工事 10月補正 3,600 0 1,800 0 △ 450 △ 1,350

13,125
小計 5,200 50,000 27,300 0 5,675 17,025

15.工事請負費

林地崩壊防止事業（船野山地区②）林地災害復旧工事 今回補正 0 35,000 17,500 0 4,375

財源更正
林地崩壊防止事業（船野地区）林地災害復旧工事 今回補正 0 15,000

合計 40,700 50,000 27,300 7,600 5,675 9,425

- 9 -
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単位：千円

第 章 第 節

地方債の名称 災害復旧事業債　

■ 委託業務
◆ 財源の更正

令和元年10月補正の測量業務委託 2,100千円
■　工事請負費

◆ 事業名
佐賀県農林地崩壊防止事業

◆ 工事概要 N=1箇所

（単位：千円）

４　事業の効果
　災害復旧保存を行うことにより、須古城跡の適正な保存と見学者の安全性、及び須古小学校児童の安全性をも確保することができる。

計 2,100 7,500 0 3,750 5,500 0 △ 1,750

2,000 △ 2,000

１５　工事請負費 須古城跡崩落個所復旧工事費 0 7,500 3,750 3,500

１３　委託料 測量設計委託料 2,100 0

250

　令和元年8月豪雨により崩落した須古城跡東山麓部の復旧保存工事を実施する。

　また、10月補正予算で計上した予算について財源を更正する。

２　 事業変更内容

土工、法面工、土留工、山腹緑化工、仮設工

３　補正予算額

白石町総合計画 基本計画
個性豊かな人と文化を育むまち　【教育文化の向上】

節 細節 現計予算額 今回補正額
財源内訳

国庫 県費 地方債 その他 一般財源

国庫 県費 地方債

本年度当初 4,970 現計予算 7,070

１　補正の理由

文化活動推進・文化財保護費 所属
生涯学習課

目   名   称 文化活動推進・文化財保護費
生涯学習係

財 源 内 訳 予算書頁

基本計画
地域文化の伝承と新たな魅力の創造      

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 4 2

その他 一般財源 33

3,750 5,500 △ 1,750 継　続
予 算 額 7,500

区分 令和元年度１２月補正 会計 一般会計

款 10 項 5 目 3
細事業名



単位：千円

第 章 第 節

地方債の名称 下水道債

牛屋西分地区の国庫補助対象事業費の追加配分により、事業内容を見直し、下記の更新工事を行う。

◎　牛屋西分地区機能強化事業の工事内容（主要な工事）

◎追加配分により実施する工事（業務）内容 （単位：千円）

（単位：千円）

４　事業の効果

130,200 2,100

施設の長寿命化を行うことにより経費を節減し、事業の効率的な運営が図られる。

59,300 124,300 122,200 2,100
合　　計 69,000 67,000 2,000 63,300 132,300

4,000 8,000 8,000 0
23 工事請負費 工事請負費 65,000 63,000 2,000
21 委託料 その他委託料 4,000 4,000 0

今回補正額 補正後の予算額
補助対象分 単独分 補助対象額分 単独分

３　補正予算額

節 区分 項目 予算現額

・真空ステーション自家発電装置設置工事 6,000
・設計施工監理業務委託費 4,000

合　計 63,300

・水処理センター流量調整槽防食被覆劣化補修工事 47,300
・水処理センター施設周囲地盤沈下対策工事 4,000
・水処理センター機器更新工事 2,000

周辺沈下対策 1式 - 1式
- 1式 硫化水素対策 2基 2基 -水槽防食工事 1式 （一部） （一部） 発電機設置 1基
- （一部） 無線通報装置 253基 201基 52基電気設備更新・点検整備 1式 （一部） （一部） 電気設備更新・点検整備 1式
4台 1台 真空弁点検整備 253台 201台 52台機器更新・点検整備 1式 （一部） （一部） ポンプ更新・点検整備 5台

H30まで R元 区　　分 全体 H30まで R元区　　分 全体 H30まで R元 区　　分 全体

継　続

１　補正の理由
農山漁村地域整備交付金の追加配分があったため。

２　 事業変更内容

処理施設工事 真空ステーション工事 管路施設工事

白石町総合計画 基本計画
ゆとりある快適な住みよいまち　【町の基盤整備】

基本計画
生活基盤の充実                        

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 1 1

農業集落排水機能強化事業費 所属
生活環境課

目   名   称 建設改良費
下水管理係

財 源 内 訳 予算書頁

予 算 額 63,300
国庫 県費 地方債

本年度当初 40,900 現計予算 69,000

その他 一般財源 22

31,600 31,700

区分 令和元年度１２月補正 会計 下水道事業会計

款 4 項 1 目 1
細事業名
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